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議第29号

無鄰菴条例の全部を改正する条例の制定について

　無鄰菴条例の全部を改正する条例を次のように制定する。

平成25年２月20日提出

京 都 市 長 門 川 大 作

無鄰菴条例の全部を改正する条例

　無鄰菴条例の全部を次のように改正する。

　　　京都市無鄰菴及び岩倉具視幽棲旧宅条例

（設置）

第１条　市民の文化の向上及び発展に資するため，文化財保護法第109条第

１項の規定により指定された史跡及び名勝を公開し，一般の観賞等の用に

供するための施設（以下「施設」という。）を設置する。

２　施設の名称及び位置は，別表第１のとおりとする。

（供用時間及び供用しない日）

第２条　施設の供用時間及び施設を供用しない日は，別表第２のとおりとす

る。ただし，市長は，必要があると認めるときは，これを変更することが

できる。

（入場料）

第３条　施設に入場しようとする者（学齢に達しない者を除く。）は，別表

第３に掲げる入場料を納入しなければならない。

（使用の許可）

第４条　無鄰菴の母屋の２階又は茶室（以下「母屋等」という。）を使用し

ようとするものは，市長の許可を受けなければならない。

（利用制限）

第５条　市長は，次の各号のいずれかに該当すると認めるときは，施設の利
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用を制限し，又は使用の許可を取り消すことができる。

　⑴　他の利用者に迷惑を掛け，又は迷惑を掛けるおそれがあるとき。

　⑵　管理上支障があるとき。

（使用料）

第６条　使用の許可を受けたもの（以下「使用者」という。）は，別表第４

に掲げる使用料を納入しなければならない。

２　前項の使用料は，前納しなければならない。ただし，市長が特別の理由

があると認めるときは，この限りでない。

（入場料等の還付）

第７条　既納の入場料及び使用料（以下「入場料等」という。）は，還付し

ない。ただし，市長が特別の理由があると認めるときは，この限りでない。

（入場料等の減免）

第８条　市長は，特別の理由があると認めるときは，入場料等を減額し，又

は免除することができる。

（特別の設備）

第９条　使用者は，使用しようとする母屋等に特別の設備をしようとすると

きは，市長の許可を受けなければならない。

２　市長は，管理上必要があると認めるときは，使用者の負担において，必

要な設備をさせ，又は必要な措置を講じさせることができる。

（地位の譲渡等の禁止）

第10条　使用者は，その地位を譲渡し，又は他人に利用させることができな

い。

（原状回復）

第11条　使用者は，母屋等の使用を終了し，又は使用の許可の取消しを受け

たときは，速やかに原状に復して市長の検査を受けなければならない。

（委任）

第12条　この条例において別に定めることとされている事項及びこの条例の
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施行に関し必要な事項は，市長が定める。

附 則

（施行期日）

１　この条例は，市規則で定める日から施行する。

（経過措置）

２　この条例の施行の日前に附則別表の左欄に掲げるこの条例による改正前

の無鄰菴条例（以下「改正前の条例」という。）の規定による許可の申請

を行ったものであって，この条例の施行の際許可又は不許可の処分を受け

ていないものは，同表の右欄に掲げるこの条例による改正後の京都市無鄰

菴及び岩倉具視幽棲旧宅条例（以下「改正後の条例」という。）の規定に

よる許可の申請を行ったものとみなす。

３　この条例の施行の日前に附則別表の左欄に掲げる改正前の条例の規定に

よる許可を受けたものは，同表の右欄に掲げる改正後の条例の規定による

許可を受けたものとみなす。

附則別表

第４条 第４条

第９条第１項 第９条第１項

別表第１（第１条関係）

名　　　　称 位　　　　　　　　　　　　　　　　置

無 鄰 菴 京都市左京区南禅寺草川町31番地

岩倉具視幽棲旧宅 京都市左京区岩倉上蔵町100番地

別表第２（第２条関係）

名　　　　称 供　　用　　時　　間 供　用　し　な　い　日

無 鄰 菴 １月１日から同月３日まで及び12月
29日から同月31日まで
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岩倉具視幽棲旧宅
午前９時から午後５時まで 月曜日並びに１月１日から同月３日

まで及び12月29日から同月31日まで

別表第３（第３条関係）

区　　　　　　　　　　分 入  場  料   （１  人  に  つ  き）

無 鄰 菴
円

400　

岩倉具視幽棲旧宅

一 般 300　

小 学 校 の 児 童 100　

中学校及び高等学校の生徒
並びに高等専門学校の学生 200　

備考１ 　「一般」とは，学齢に達しない者，小学校の児童，中学校及び高等学校の生徒
並びに高等専門学校の学生以外の者をいう。

　２ 　「小学校」には，特別支援学校の小学部及び小学校に相当する各種学校を含む。
　３ 　「中学校」には，中等教育学校の前期課程，特別支援学校の中学部及び中学校
に相当する各種学校を含む。

　４ 　「高等学校」には，中等教育学校の後期課程，特別支援学校の高等部，専修学
校の高等課程及び高等学校に相当する各種学校を含む。

別表第４（第６条関係）

区　　　　分
使　　　　　　　用　　　　　　　料

午　　　　前 午　　　　後 全　　　　日

母 屋 の ２ 階
3,000円 3,500円 5,000円

茶 室

備考１ 　「午前」とは午前９時から正午までを，「午後」とは正午から午後５時までを，
「全日」とは午前９時から午後５時までをいう。

　２ 　供用時間の変更に伴い，使用時間の区分を変更する場合の使用料は，この表に
掲げる使用料との均衡を考慮して，その都度別に定める。

提案理由

　寄付受納に伴い，岩倉具視幽棲旧宅を設置する等の必要があるので提案す

る。


